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1. はじめに 

カナダのトルドー政権（2015年から現在）は温室

効果ガス（GHG）排出量削減に非常に熱心に取り組

み、就任以降各種政策を発表、州政府との連携を行

いつつ気候変動対策法案を打ち出している。 

まず2016年に「バンクーバー宣言」を発表し、 

この時期に2030年のCO2削減目標として2005年

比で 30％削減を発表した。その後、2021 年 7 月に

カナダ政府は2030年のCO2削減目標を更に厳格化

し、2005年比で40～45%と大幅に引き上げた1。 

具体的な GHG 削減規制策定は欧州や米国で活発

であるが、米国の隣国であるカナダも例外でなく、むしろ

トップクラスのGHG排出規制を備えている。本稿ではカ

ナダにおける GHG 排出量削減に関する規制が、何を

対象としてどのように実施されているのかを解説する。 

併せて、カナダという国は各州の自治を基にした連邦国家として成り立っているため、州によっては州独自の
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◇トルドー首相率いるカナダ政府は環境保護政策に非常に熱心であり、2030 年における

CO2排出削減目標を当初 30％（2005年比）としていたが、その後 40～45%（2005年比）と

大幅に引き上げた。 

◇カナダは世界第 4位の産油国であり、石油・ガス部門からのGHG排出量が部門別で最も

大きい。2番目は運輸部門であり、この2つの部門で国内GHG排出量の半分を占める。 

◇GHG削減に関する連邦規制には、①連邦OBPS制度、②連邦炭素税制度、③クリーン燃

料規制、④メタン規制、の4つがあり、石油・ガス部門と運輸部門を主な対象としている。 

◇アルバータ州はカナダ最大の産油地であり、資源エネルギー開発と低炭素社会実現という  

一見矛盾するビジネス上の課題を抱えており、これに対応する規制が展開されている。 

◇間接的にGHG削減に貢献する水素戦略が、カナダ全土で計画、導入されている。 

 

 

 

 



 

 

 2 

GHG削減規制も存在し、州規制が連邦のGHG削減規制要求を満たす限り、州独自の規制が優先されるという

二重構造になってもいる。よって、アルバータ州を例にとり、州独自の規制についても後半で概要を紹介する。 

 

2. カナダのGHG排出に関する現状 

 2021 年におけるカナダの部門別のGHG 排出量比較を図 1 に示す2。最も排出量の多い部門は石油・

ガス部門である。これはカナダが世界第 4 位の産油国であり、加えて原油の賦存状態が主としてオイル

サンドであるため、通常の液体原油と比較して石油成分採取にはエネルギーが余計に必要であることと

も関係している3。次にGHG排出量が多いのが、自動車からの排出ガスを主体とする運輸部門である。

その後は建築物、重工業、農業と続くが、重要なのは石油・ガス部門と運輸部門でカナダ全体の GHG

排出量の約半分を占めるため、この2産業からのGHG排出をどう抑えるかが削減のポイントとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 カナダ部門別2021年GHG排出量比較（出所：カナダ環境・気候変動省情報を基にJPEC作成） 

 

 各州別にGHG排出量を比較したのが図2である4。興味深いのは人口が密集しているオンタリオ、ケ

ベック、ブリティッシュ・コロンビア州と、石油産業が盛んなアルバータ、サスカチュワン州の 5 州が

突出しており、これら5州でカナダ全体の90%以上のGHG排出量を占める。 

 カナダは各州の自治を基にした連邦国家となっており、州の権限は非常に強く、州独自で環境規制を

定めている州もある。各州において適用している規制（州独自か、連邦規制か）の状況を図 3 に示す5。 

州自治が強力なカナダでは、連邦政府が環境規制を州に押し付けることは州固有の状況や州自治を無視

するものであるとし、いくつかの州が連邦政府と裁判で争った経緯がある。最終的には連邦政府が勝訴

しており6、基本的に州政府は連邦政府が定めた環境規制を満たす州独自の規制を持たない場合は、連邦

政府の規制に従う必要がある。つまり連邦規制は「最低限守るべきバックストップ規制」とも言い換え

ることが出来る。よって次項では、連邦政府が主導するGHG削減規制に関して説明する。 
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図2 カナダ各州におけるGHG排出量の比較（出所：カナダ環境・気候変動省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 カナダ各州における連邦規制、州規制の適用状況（出所：カナダ環境・気候変動省） 
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3. 連邦政府のGHG削減規制 

3-1. パン・カナディアン・フレームワーク (Pan-Canadian Framework) 

カナダ政府は、2016年にクリーンな成長と更なる気候変動に対応した「パン・カナディアン・フレー

ムワーク」を通じてカナダ全体の気候変動対策に向けた重点政策を発表した。ここでは 4 つの重要政策

が明示された7（表1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注目すべきは、この時期に早くも炭素価格（カーボンプライシング）の導入を明示している点や、州

自治が強力なカナダらしく州や準州同士での相互補完を可能とすることを目指している点である。 

 

3-2. 連邦OBPS制度 

 GHG削減の法制化に関しては、先述の「パン・カナディアン・フレームワーク」の考え方を具体化し

たものとして、連邦温室効果ガス汚染価格付け法（通称GGPPA法：Greenhouse Gas Pollution Pricing 

Act）が2018年からカナダ全土で施工された。表2 にその規制内容を示す8。 

この GGPPA 法で興味深いのは規制の対象である。GHG 排出量の大きい大規模事業者、言い換えれ

ば GHG 排出に直接関わる産業界と、他方で化石燃料を使用するユーザー、つまり一般国民を含むエン

ドユーザーの双方をターゲットにしている。 

 大規模事業者、具体的には年間 5 万トン以上の CO2 を排出する設備を対象とし、その業界の平均的

CO2排出量から算出される排出枠を設ける。そして事業者の努力で排出量が減少すれば、平均排出量も

減少するため、排出枠も年々縮小していく。それが連邦OBPS（Output-Based Pricing System）制度

である9。本制度では、経過年数が増えるほど排出枠が縮小するため、対応が難しくなる。 

 連邦OBPS制度では排出枠をクリアできなかった大規模事業者には、①連邦政府へ違約金支払い、②

自社所有の余剰クレジット償却、③連邦オフセット・クレジットを他社などから購入し償却、の 3 つの

対処方法がある10。事業者に排出枠を順守させるだけでなく、クリアできた事業者にクレジットを与える

という、アメとムチの手法が採用され、事業者へのCO2排出量削減を促している。クレジット運用の詳

細に関しては、2020年3月に発表した温室効果ガス・オフセット・クレジット制度 （Greenhouse Gas 
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Offset Credit System）に記載がある11。ここではGHG排出量を1トン削減すると、オフセット・クレ

ジットが 1 単位生成でき、連邦オフセット・クレジットとして取引ができる。業種に関わらずクレジッ

ト獲得チャンスがあるため、本制度への参入者を促し、クレジット市場の活性化が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3. 連邦炭素税制度 

 もう一方のGGPPA法下の連邦炭素税制度は、シンプルに化石燃料（ガソリンや軽油）に炭素税が

上乗せされてエンドユーザーがそれを購入する制度である。連邦炭素税は、燃料1トン当たり2023年

現在で65カナダドル（約7,000円、1カナダドル＝約108円）が燃料価格に上乗せされる。上乗せ額

は1年ごとに15 カナダドル増え、2030年には170 カナダドル/トンとなる予定である12（表2）。 

 なお、この連邦炭素税はCO2排出に直接かかわる化石燃料利用に対して課される税であり、原油を

原料としながらもCO2排出の直接的原因にならないプラスチック製品等には課税されない13。 

 

3-4. クリーン燃料規制 

連邦政府は、カナダ環境保護法の下にクリーン燃料規制（Clean Fuel Regulation）を2022年7月

に制定した。クリーン燃料規制は、液体化石燃料の供給者（すなわち、生産者と輸入者）に対し、カ

ナダで使用される液体化石燃料の炭素強度を2016年の基準から削減することを義務付けている。表3

にその概要をまとめた14。 

2023年の燃料全体の炭素強度は2016年と比べて3.5 gCO2e/MJ削減するよう求められている。こ

の削減幅は毎年1.5ずつ増加し、2030年には14g CO2e/MJに達する。これを達成するために、燃料
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メーカーは革新的なソリューションと新しい燃料オプションを消費者に提供する必要がある。またク

リーン燃料規制はクレジット市場を同時に創出し、液体化石燃料の供給者以外でも、例えば電力、農

業、運輸業界などから市場への参入が可能である。このようにして様々な業界からの参入によるクレ

ジット市場の活性化、及びクレジットの売買により、クリーン燃料規制の展開、促進を図ることを目

的としている。クレジットの運用方法に関しては、先述の温室効果ガス・クレジット・オフセット制

度が適用される15。 

 

クリーン燃料規制にはクレジットを創出する3つの方法がある16（表4）。カテゴリー1では化石燃

料のライフサイクルにおける炭素強度を削減するプロジェクト（炭素回収・貯留（いわゆるCCS : 

Carbon Capture and Storage））、風力、太陽光を利用したオンサイト再生可能電力、Co-processing

等が対象となる。また、カテゴリー2では炭素強度の低い燃料（エタノール、バイオディーゼル等）の

供給、が挙げられている。 

一方、カテゴリー3では、先進自動車技術（BEV、PHEV、FCEV等）への投資により、液体化石

燃料への依存を低くすることが対象となる。このようにしてカナダ政府は、本規制を用いてクリーン

燃料の利用と技術開発を促進し、自国経済の活性化を期待している。 

カテゴリー1の燃料ライフサイクル全体を通したGHG排出量削減手法は、西海岸のブリティッシ



 

 

 7 

ュ・コロンビア州、米国カリフォルニア州、オレゴン州で実施されているアプローチであり、これを

カナダ政府は踏襲している。また、カナダ政府からの15億カナダドル（クリーン燃料基金17）と組み

合わせることで、本規制は低炭素強度燃料（エタノール等）の国内生産を増やすインセンティブを生

み出す。つまり、バイオ燃料の原料供給者である農業や林業の従事者にビジネス機会を提供すること

が出来る。また、急速に拡大する世界のクリーンエネルギー市場において、国産の原料に基づくカナ

ダの燃料生産者の競争力向上も可能となる。 

 

 

クリーン燃料規制は、連邦炭素税制度や連邦OBPS制度と連動し、エネルギーの選択肢を多様化し、

自動車充電インフラ普及を奨励することでゼロ・エミッション車の迅速な展開を促進するものである。

カナダ政府は今後の経済拡大と雇用創出を目的として、2030年に約22億リットル（5億8,100万ガ

ロン）の低炭素強度ディーゼル燃料と、7億リットル（1億8,500万ガロン）のエタノール燃料が本規

制の下で更に必要と見積もっている18。 

 

3-5. メタン規制 

カナダ環境保護法の下にはもう1つ、メタン規制がある19（表3）。メタンは温暖化係数がCO2と

比較して非常に高く、25倍と言われている。そのため石油・ガス業界としては油井などからのメタン

ガスの漏洩、排出等、メタンの排出量削減を徹底しなければならない。この規制では、メタンガスの

排出量を2012年比較で2025年に40～45％削減しなければならない。また2030年までには2012年

比で少なくとも75％のメタン排出削減が要求されている（表3）。 

 

4. アルバータ州のGHG削減規制 

州別のGHG排出量では、石油・ガス産業が盛んなアルバータ州が最も高く、特に2021年ではその傾

向が顕著である（図 2）。アルバータ州では、現業の資源エネルギー開発と今後の低炭素社会の実現とい
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う一見矛盾するビジネス状況を課題として抱えており、政策上の難しさがある。現状どのような規制が

施行されているのかを概説する。 

アルバータ州ではGHG排出量の多い大規模設備に対して、TIER制度（Technology Innovation and 

Emission Reduction Regulation）があり、連邦OBPS制度と同等であるとされている。よって州内の

事業者はこのTIER制度を順守することが求められる。TIER制度も含めてのアルバータ州独自のGHG

削減規制を表5にまとめた20。炭素税に関しては、アルバータ州は連邦政府と法廷で争った過去があるが

結果的に敗訴したため、連邦炭素税が州内に適用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TIER制度では、GHG排出量が年間10万トンを超えた設備が対象になるが、それ以下の設備に関し

ても任意の参加が認められている。これは排出削減しクレジット取得に取り組む事業者の参加を増やし、

クレジットのマーケットを活発に運用することが狙いである。 

またクレジットを入手しようとすることで事業所のGHG排出量が削減できれば、同業者の平均GHG

排出量も減少することになり、結果として翌年以降の目標 GHG 排出枠が減少することになる。これは

連邦OBPS制度と同じ考え方で、各事業者を競わせGHG排出量が削減されると、事業者の平均GHG

排出量が減るため、結果的に翌年以降の目標 GHG 削減枠も減少する、大規模事業者には厳しい規制で

ある。 

TIER規制以外にも、GHG削減のためにオイルサンド排出制限法や、石炭使用規制、再生可能燃料基

準などがある。再生可能燃料基準は石油系燃料に再生可能燃料を混合して GHG 削減に寄与しようとす

る方式であり、米国の再生可能燃料基準と似ている。ただ混合量は米国と比べて相対的に低い。 

年々厳しくなるTIER 制度のGHG 排出削減要求に対して、アルバータ州が大きな期待を持っている

のが炭素の貯留・活用（CCS/ CCUS）である。最近数年間でCCSに関する開発は目覚ましく、例えば
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アルバータ・カーボン・トランクライン（ACTL: Alberta Carbon Trunk Line）21があり、これは全長

240 kmのパイプラインで余剰のCO2を主に原油採掘所と繋ぎ、EOR（Enhanced Oil Recovery）用途

でCO2を原油採掘に用いる。最終的には採掘場を埋めて地中にCO2を貯留する、というものである。 

ACTLは世界最大級のCCSプロジェクトの１つと考えられており、現在の予定では年間1,460万トン

のCO2が貯留される見込みである。 

 

5. その他GHG削減に関連する規制 

 連邦OBPS制度のような直接的なGHG削減規制ではないが、間接的にGHG削減に貢献することが可能

なものとしてカナダ連邦水素戦略（Hydrogen Strategy for Canada）がある22。この国家戦略は化石燃料の代替

燃料・エネルギーとして水素を位置付け、2050 年でのカーボン・ニュートラルを達成するための重要な柱と考えら

れており、2020年12月に制定された。 

 

5-1. カナダ連邦水素戦略 

 本戦略の概要を表6に示す。2030年までに国内エネルギーの6％を水素で賄い、国内水素需要を年400万ト

ンと予想し、その供給を目指す。また2050年には国内エネルギーの30％を水素でカバーし、その際に国内水素

需要を年2,000万トンとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  カナダは産油国である強みを生かして、メタン改質によるブルー水素を安価で製造することが可能である。よっ

て当面は、ブルー水素製造にシフトしていくものと考えられる。一方で将来的には、水力等の自然エネルギーを用

いた発電がカナダでは盛んであることを踏まえ、グリーン水素生産に対しても非常に有利なポジションにいる。カナ

ダの水素戦略に関しては、連邦のみならず各州でも各種戦略が策定されている23。 

カナダは、クリーン水素の生産能力、確立された国際貿易パートナーシップ、深水港や確立されたパイプライン・

ネットワークなどの戦略的インフラ資産を有するエネルギー大国として、クリーン水素における世界トップサプライヤ

ーとなる可能性を秘めている。2019 年のブリティッシュ・コロンビア州の調査によると、同州だけで 2050 年までに

150億カナダドルの輸出の可能性があるという。 また最近の研究では、水素輸出は2050年までに500億カナダ
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ドルに達する可能性があるとも指摘されている。これは同時期にカナダで予測されている国内水素市場の経済的

潜在力（500億カナダドル）と同レベルの輸出額が期待できるということになる。 

  エネルギーの脱炭素化を目指すエネルギー輸入国も存在する中で、水素は今後数十年間でエネルギー輸出

市場にかなりの部分で貢献する可能性が高い。カナダは世界のLNG輸出市場獲得に取り組んでいることと並行

して、国家戦略として各州の独自の強みを生かした水素戦略を推進し、水素輸出市場をリードすることを目論んで

いる。 

 

5-2. 水素への各州取り組み状況 

 図 4 に各州における水素製造時の使用エネルギー、原料比較、また生産された水素の用途をそれぞれ

比較した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4： カナダ各州における水素製造、水素の用途比較 （出所：カナダ水素戦略） 

 

 石油・ガス産業が盛んなアルバータ州やサスカチュワン州では天然ガスの水蒸気改質や石油精製時の

接触改質副生成物として水素を安価に生産可能である。一方で、ブリティシュ・コロンビア州やケベッ

ク州、オンタリオ州などでは再生可能エネルギーである風力、太陽光、水力、または原子力等が使用さ

れ、水素が生産される。水素の個々の用途を見ると、ほぼどの州でも大型輸送用トラック（Heavy Duty）

への用途が挙げられており、代替燃料として水素（燃料電池を搭載）が期待されている。海や湖に面し

た州では、海運用途が挙げられる。また天然ガスなどを利用した発電所（例えばオンタリオ、アルバー
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タ、ブリティシュ・コロンビア州）でも今後水素との混焼により GHG 削減を検討する可能性も高く、

火力発電所での燃料用途も増加すると考えられる。 

 

6. カナダ政府の最近の動き 

 カナダ環境・気候変動相は、カナダ環境・気候変動省とカナダ財務省が共同開発した「非効率な化石

燃料補助金に対するカナダ政府自己評価枠組み」と、「非効率な化石燃料補助金へのカナダ政府ガイドラ

イン」を2023年8月に発表した24。端的に言えば、今後は化石燃料事業をサポートする政府の補助金を

原則打ち切り、GHG削減に寄与するプロジェクトのみ例外扱いする、というものである。 

 カナダはまた、化石燃料部門への公的融資を段階的に廃止する予定である。政府作業としては2024年

までに現在の公的融資を特定し、同年秋までに化石燃料部門への公的融資を段階的に廃止していく実施

計画を発表予定である。このような政府からの圧力もあり、カナダの石油産業は低炭素社会実現に向け

て業態転換が待ったなしと言える。 

 一方で、カナダ政府とブリティッシュ・コロンビア州政府は、同州の公共交通機関を支援するため、

共同で3億9,550万カナダドル以上を拠出することを2023年7月に発表した25。この投資により同州の

交通機関であるBC トランジット社は最大 115 台のバッテリー式電動バスを購入し、併せて地域社会に

新型電動バスを配備できるよう、同社は州内に134カ所の充電ポイントを設置する。 

 バッテリー式電動バスの運行台数を増やすことは、クリーンな公共交通機関の選択肢を広げることに

繋がり、2026年までにカナダの道路にゼロ・エミッションの公共交通機関とスクールバスを5,000台導

入するという政府の目標にも貢献する。 

 

7. まとめ 

 カナダでのGHG排出量削減規制の概要に関して解説した。GHG削減規制の対象には産業界だけでな

く、ガソリンなどの燃料を購入する一般ユーザーも漏れなく含まれており、国家一体として進めている

ことが感じ取れる。また先に説明の通り、カナダは州により産業構造が大きく異なるために GHG 削減

規制の影響は、石油・ガス産業が活発なアルバータ州やサスカチュワン州においてより厳しいものにな

る。今後 GHG 削減規制がどのように変化していくのか、州の対応はどうなるのか等、エネルギー大国

であるカナダの規制動向に注目したい。 

 

 

 

（問い合わせ先）   

一般財団法人石油エネルギー技術センター 調査国際部 jrepo-0@pecj.or.jp   
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